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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートであって、該波板の
波目に平行な方向の幅がwであるシートを該波目に平行な方向の幅に亘って切断する際に
、該波目に平行な方向から次の角度θ以上に傾斜させた直線切断線で切断することを特徴
とする段ボールシートの切断方法。
　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)
【請求項２】
　ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートを切断する装置であ
って、
　該波板の波目に平行な方向の幅wに亘って切断する部分において、該波目に平行な方向
と次の角度θ以上の角度を成した直線切断線を有する打ち抜き刃を備えることを特徴とす
る段ボールシートの切断装置。
　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)
【請求項３】
　ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートを切断する装置であ
って、
　a)片面段ボールシートを波目と直交する方向に搬送する搬送手段と、
　b)前記搬送手段の搬送方向に対する角度が可変である直線切断刃と、
　c)前記片面段ボールシートの波目のピッチp、伸び率e、幅wのデータを受け入れ、次式
により角度θを算出する算出手段と、
　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)
　d)前記直線切断刃の前記搬送方向に対する角度を（90°－θ）以下に設定する切断刃設
定手段と
　を備えることを特徴とする段ボールシートの切断装置。　
【請求項４】
　ピッチp、伸び率e、幅wの片面段ボールシートから所定の形状のブランクを打ち抜くた
めの切断刃であって、該切断刃の、前記片面段ボールシートの波板の波目に平行な部分を
切断する部分が、該波目に平行な方向と次の角度θ以上の角度を成していることを特徴と
する切断刃。
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　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)
【請求項５】
　ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートを、該波板の波目と
平行及び垂直なL字形の切断線で切断する際に、該切断線のコーナー部分において、次の
式で計算される距離dよりも深く、該波目方向に切り込むことを特徴とする段ボールシー
トの切断方法。
　　d＝((e－1)/2)×p/2
【請求項６】
　ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートを、該波板の波目と
平行及び垂直なL字形の切断線で切断する際に、該切断線のコーナー部分において、次の
式で計算される距離dよりも深く、該波目方向に切り込むことを特徴とする段ボールシー
トの製造装置。
　　d＝((e－1)/2)×p/2
【請求項７】
　ピッチp、伸び率eの片面段ボールシートから所定の形状のブランクを打ち抜くための切
断刃であって、該切断刃の、該波板の波目と平行及び垂直なL字形の切断線のコーナー部
分が、該波板の波目と平行な方向に、次の式で計算される距離dよりも深く切り込まれて
いることを特徴とする切断刃。
　　d＝((e－1)/2)×p/2
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために成された本発明の第１態様に係る片面段ボールシートの切断
方法は、ピッチp、伸び率eの波板に平板を貼り合わせた片面段ボールシートであって、該
波板の波目に平行な方向の幅がwであるシートを該波目に平行な方向の幅に亘って切断す
る際に、該波目に平行な方向から次の角度θ以上に傾斜させた直線切断線で切断すること
を特徴とする。
　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)　　…(1)
　ここで、ピッチpとは、波板の隣接する山と山（又は、谷と谷）の間の距離である。ま
た、伸び率eとは、波板の波目に垂直な方向の長さl1と、それを真っ直ぐに（平板に）延
ばした時の長さl2の比（e＝l2/l1、e>1）である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の第１態様に係る段ボールシートの切断装置は、次のように構成すること
もできる。
　a)片面段ボールシートを波目と直交する方向に搬送する搬送手段と、
　b)前記搬送手段の搬送方向に対する角度が可変である直線切断刃と、
　c)前記片面段ボールシートの波目のピッチp、伸び率e、幅wのデータを受け入れ、次式
により角度θを算出する算出手段と、
　θ＝arctan(((e－1)/2)×p/w)
　d)前記直線切断刃の前記搬送方向に対する角度を（90°－θ）以下に設定する切断刃設
定手段と
　を備えることを特徴とする。
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